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乗
論
』
無
性
釈
を
翻
訳
、
そ
し
て
、
唐
の
永
徽
三
年
(
A
・
D
六
五
二
)
玄
奘
に
よ
っ
て
、
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
が
翻
訳
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
迦
才
が
『浄
土
論
』
を
著
述
し
、
善
導
が
長
安
で
活
躍
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
特
に
玄
奘
は
、
自
ら
国
禁
を
犯
し
て
ま
で
イ
ン
ド
へ
行
き
、
苦
難
の
末
持
ち
帰
っ
て
来
た
、
多
数
の
経
論
を
、
自
ら
学
ん
で
来
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
語
学
力
と
、
法
相
唯
識
の
学
力
を
も
っ
て
、
翻
訳
し
、
中
国
に
法
相
宗
を
伝
え
そ
の
開
祖
と
な
っ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
新
訳
の
『
摂
大
乗
論
』
に
よ
る
別
時
意
趣
が
盛
ん
に
説
か
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
玄
奘
門
下
の
別
時
意
趣
に
関
す
る
記
述
は
真
諦
門
下
の
も
の
よ
り
多
く
残
っ
て
い
る
。
ま
ず
玄
奘
の
門
下
で
は
な
い
が
同
世
代
に
活
躍
し
て
い
た
道
世
(
玄
憚
)
は
玄
奘
の
言
葉
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
諸
経
要
集
』
に
よ
る
と
、
ク
ノ
ニ
セ
ノ
ヲ
ニ
ジ
ト
ノ
ン
ジ
ノ
ス
ノ
「
玄
奘
法
師
云
。
西
方
道
俗
並
作
二弥
勒
業
↓
為
レ
同
一欲
界
一其
行
易
レ
成
。
大
小
乗
師
皆
許
二
此
ヲ
ノ
バ
ク
ハ
ニ
シ
テ
ナ
ル
ユ
テ
ハ
シ
ジ
キ
ハ
ノ
ノ
ハ
ヒ
テ
ニ
ル
法
司
弥
陀
浄
土
。
恐
凡
鄙
穢
修
行
難
レ
成
。
如
二
旧
経
論
鱒
十
地
已
上
菩
薩
。
随
レ分
見
ニ
ヲ
レ
バ
ノ
ニ
ノ
ニ
シ
テ
テ
シ
ル
コ
ヲ
ヲ
ニ
サ
ソ
ヤ
ノ
チ
報
仏
浄
土
鱒
依
二
新
論
意
舶
三
地
菩
薩
始
可
レ
得
レ
見
二
報
仏
浄
土
司
豈
三
容
下
品
凡
夫
即
ル
ヨ
ヲ
ヲ
ハ
レ
ナ
リ
ゆタ
カ
ラ
ス
リ
タ
リ
ト
ハ
ハ
ハ
セ
ド
モ
ハ
サ
ニ
ハ
得
二
往
生
舶
此
是
別
時
之
意
。
未
レ
可
レ
為
レ定
。
所
以
西
方
大
乗
許
。
小
乗
不
レ
許
。
故
法
師
ニ
シ
ノ
ヲ
ソデ
ノ
ニ
ス
シ
テ
ソ
　
ヲ
ニ
フ
テ
ニ
ニ
テ
ヲ
ダ
一
生
已
来
常
作
二
弥
勒
業
一臨
二
命
終
時
鱒
発
霊願
上
生
見
二
弥
勒
仏
鱒
請
二大
衆
一同
時
説
レ偈
云
。
ク
ハ
シ
ニ
ニ
ラ
ソ
　
ヲ
ヲ
ノ
ク
ハ
南
無
弥
勒
如
来
応
正
等
覚
。
願
与
二
含
識
触
速
奉
二
慈
顔
鱒
南
無
弥
勒
如
来
所
居
内
衆
。
願
テ
ヲ
テ
ズ
ゼ
ン
ノ
ニ
⑦
捨
レ命
已
、
必
生
二
其
中
ご
と
説
か
れ
る
よ
う
に
玄
奘
の
言
葉
と
し
て
、
西
方
へ
往
生
を
願
っ
て
い
る
者
達
に
対
し
て
、
弥
勒
の
兜
率
天
の
方
が
行
じ
易
い
か
ら
弥
勒
の
業
を
積
む
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
兜
率
は
天
で
あ
る
か
ら
、
欲
界
と
同
じ
三
界
中
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
行
じ
や
す
く
、
ま
た
大
乗
も
小
乗
も
共
に
兜
率
上
生
を
勧
め
る
が
、
西
方
浄
土
は
、
旧
訳
は
十
地
以
上
の
菩
薩
、
新
訳
は
三
地
以
上
の
菩
薩
と
言
う
よ
う
に
高
い
境
地
に
至
っ
た
者
以
外
は
修
し
難
い
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
下
品
の
凡
夫
は
、
到
底
往
生
で
き
な
い
所
で
あ
る
と
し
て
、
も
し
凡
夫
が
往
生
で
き
る
と
す
る
な
ら
ぽ
そ
れ
は
、
別
時
意
趣
と
言
い
、
す
ぐ
さ
ま
往
生
が
定
ま
る
の
で
は
な
い
と
し
て
、
西
方
の
行
は
凡
夫
に
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
方
は
、
大
乗
で
往
生
を
許
し
て
も
小
乗
で
は
許
し
て
い
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
、
そ
の
た
め
に
玄
奘
自
身
も
一
生
を
弥
勒
の
修
行
に
勤
め
臨
終
に
際
し
て
、
弥
勒
の
兜
率
天
に
上
生
し
た
い
と
発
願
し
て
、
偈
を
説
い
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
別
時
意
趣
は
、
当
時
弥
勒
の
兜
率
天
と
、
弥
陀
の
浄
土
と
の
勝
劣
の
論
議
の
中
で
西
方
を
兜
率
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
証
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
⑧
次
に
、
玄
奘
門
下
で
玄
奘
の
訳
場
に
お
い
て
証
義
大
徳
十
一
人
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
神
泰
の
『
摂
大
乗
論
疏
』
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
こ
の
疏
は
、
現
在
散
佚
し
て
現
物
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
幸
い
に
も
道
忠
(
?
ー
一
二
八
一
)
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
巻
第
四
に
、
散
佚
以
前
の
神
泰
『
摂
大
乗
論
疏
』
が
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ノ
ニ
ク
テ
ニ
ヲ
チ
ス
ル
コ
ヲ
ニ
テ
「
神
泰
摂
論
疏
云
由
二唯
発
願
一
不
レ修
二
其
行
一便
得
レ
往
二
生
極
楽
世
界
一乃
至
広
説
、
若
依
二
ニ
セ
バ
ヲ
テ
ニ
ト
キ
ハ
ス
ル
コ
ヲ
ニ
ナ
リ
ス
ル
ハ
ナ
ル
ガ
観
経
一会
二此
文
一者
由
二唯
発
願
一得
レ
往
二
生
彼
一是
別
時
意
。
若
十
念
成
就
即
是
行
故
二
⑨
非
二別
時
一也
。L
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
玄
奘
門
下
の
神
泰
は
、
修
行
せ
ず
し
て
、
た
だ
極
楽
に
往
生
し
た
い
と
発
願
し
て
も
別
時
意
で
あ
っ
て
、
即
得
往
生
は
で
き
な
い
。
し
か
し
も
し
十
念
成
就
す
れ
ば
行
で
あ
る
か
ら
別
時
意
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
玄
奘
自
身
の
意
見
と
は
異
な
り
一
応
浄
土
教
を
認
め
る
主
張
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
い
う
十
念
は
、
善
導
の
口
称
念
仏
と
は
速
や
か
に
理
解
し
難
い
し
、
こ
の
『
摂
大
乗
論
疏
』
は
、
日
本
の
道
忠
が
引
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
当
に
神
泰
の
も
の
か
ど
う
か
も
確
証
す
る
証
拠
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
本
当
の
玄
奘
門
下
の
別
時
意
に
対
す
る
意
見
か
ど
う
か
は
確
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
次
に
玄
奘
門
下
で
も
第
一
の
神
足
と
い
わ
れ
る
慈
恩
(
A
・
D
六
三
二
～
六
八
二
)
の
も
の
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
慈
恩
の
も
の
は
、
懐
感
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
別
時
意
趣
会
通
を
述
べ
る
箇
所
に
お
い
て
、
懐
感
の
意
見
と
比
較
し
な
が
ら
論
述
し
て
み
た
い
。
以
下
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
載
せ
る
こ
と
と
す
る
。
註
①
『
大
正
蔵
経
』
三
一
巻
一
〇
三
頁
B
。
②
「
続
高
僧
伝
」
一
・
真
諦
伝
及
び
十
八
・
曇
遷
伝
に
よ
る
。
③
『
大
正
蔵
経
』
五
〇
巻
五
四
九
A
。
④
『浄
土
宗
全
書
』
六
巻
壬
二
A
。
⑤
『
迦
才
浄
土
論
の
研
究
』
論
巧
篇
一
二
〇
頁
～
=
二
〇
頁
。
⑥
『
大
正
蔵
経
』
八
五
巻
二
四
九
頁
B
。
⑦
『
大
正
蔵
経
』
五
四
巻
六
頁
C
～
七
頁
A
。
⑧
矢
吹
慶
輝
著
『
鳴
沙
余
韻
解
説
』
三
七
三
頁
。
⑨
『
浄
土
宗
全
書
』
六
巻
二
三
八
頁
B
。
『
大
般
涅
槃
経
集
解
」
の
撰
述
に
つ
い
て
大
澤
亮
我
こ
の
書
は
古
来
か
ら
の
注
釈
を
集
め
、
宝
亮
が
梁
の
武
帝
の
勅
に
よ
っ
て
撰
し
た
も
の
と
さ
れ
て
0
い
た
。
そ
れ
は
『
集
解
』
の
最
初
に
武
帝
の
序
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
中
に
以
二天
監
八
年
五
月
八
日
鱒
勅
レ
亮
撰
二大
涅
槃
義
疏
幻
以
二
九
月
廿
日
一訖
。
②
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
『集
解
』
の
序
の
下
に
註
し
て
　
明
駿
案
謹
寫
皇
帝
為
二
霊
味
釈
宝
亮
法
師
一製
　
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
更
に
宝
亮
の
伝
中
に
も
天
監
八
年
初
勅
レ亮
撰
涅
槃
義
疏
十
余
万
言
。
上
為
之
序
。
と
あ
る
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
よ
り
す
れ
ぽ
『集
解
』
七
十
一
巻
は
宝
亮
の
撰
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
天
監
八
年
(
五
〇
九
)
五
月
八
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
か
か
り
撰
述
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
し
か
し
、
経
録
を
調
べ
て
み
る
と
宝
亮
撰
の
『
集
解
』
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
　
『
大
唐
内
典
録
』
巻
十
に
は
梁
楊
都
建
初
寺
沙
門
釈
僧
朗
奉
勅
注
大
涅
槃
経
七
十
二
巻
。
　
と
し
、
巻
四
に
は
『
大
般
涅
槃
子
注
経
』
七
十
二
巻
が
挙
げ
ら
れ
、
細
注
し
て
右
一
部
。
天
監
年
初
。
建
元
寺
沙
門
釈
法
朗
注
。
見
宝
唱
録
。　
と
記
し
て
い
る
(
同
記
事
は
『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
十
二
に
も
有
る
)
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
梁
の
天
監
年
中
に
、
勅
に
な
る
僧
朗
の
『
注
大
涅
槃
経
』
と
法
朗
の
『
注
経
』
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
『
内
典
録
』
や
『
三
宝
紀
』
も
宝
亮
の
『集
解
』
に
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
集
解
』
の
撰
者
に
つ
い
て
、
現
在
に
至
っ
て
も
一
致
す
る
見
解
を
見
て
い
な
い
。
こ
の
『
集
解
』
が
大
日
本
続
蔵
経
中
に
収
め
ら
れ
世
に
知
ら
れ
る
様
に
な
り
、
そ
の
撰
者
を
比
定
し
た
中
で
佐
耒
憲
徳
氏
は
諸
家
の
引
用
か
ら
し
て
明
駿
を
撰
者
と
さ
れ
勧
・
芳
・
宇
井
伯
寿
氏
は
『内
典
録
』
の
記
事
か
ら
法
朗
を
挙
げ
ら
ゆ
布
施
浩
岳
氏
は
宇
井
氏
の
法
朗
撰
を
否
定
し
・
明
鑿
を
と
ら
畝
て
い
鰰
ま
た
劉
養
は
、
法
朗
法
亮
を
轟
湯
錫
子
氏
は
僧
朗
の
選
述
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
横
超
恵
日
氏
は
慧
朗
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
様
に
『集
解
』
の
撰
者
に
つ
い
て
は
、
一
致
し
て
、
宝
亮
の
撰
述
を
否
定
す
る
も
の
の
、
明
駿
、
僧
朗
、
法
朗
の
三
説
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
前
の
諸
氏
の
所
説
を
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。
先
ず
宇
井
氏
は
『内
典
録
』
や
『
三
宝
紀
』
及
び
『
続
高
僧
伝
』
巻
一
の
宝
唱
伝
陶
天
監
七
年
。
帝
以
法
海
浩
汗
浅
識
難
尋
。
勅
二
荘
厳
僧
旻
輔
於
二
定
林
上
寺
↓
纉
衆
要
抄
八
十
八
巻
湘
又
勅
二
開
善
智
蔵
一纉
二
衆
経
理
義
輔
号
日
義
林
八
十
巻
。
又
勅
二建
元
僧
朗
鱒
注
大
般
浬
槃
経
七
十
二
巻
。
云
々
と
あ
る
文
に
よ
っ
て
、
法
朗
(
法
朗
と
僧
朗
を
同
一
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
)
の
撰
で
天
監
七
年
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
劉
氏
は
天
監
十
一
年
の
法
朗
法
亮
の
兄
弟
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
天
監
十
一
年
は
何
に
基
づ
か
れ
た
も
の
か
判
明
せ
ず
、
武
帝
の
序
を
法
朗
へ
の
序
と
さ
れ
る
が
少
し
無
理
な
理
解
で
あ
る
。
そ
れ
は
慧
皎
が
既
に
宝
亮
伝
に
武
帝
の
序
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
福
次
に
盪
は
『
続
高
僧
伝
』
宝
唱
働
と
『
東
域
伝
灯
目
鍮
』
と
に
よ
っ
て
僧
朗
を
撰
者
と
さ
れ
・
明
駿
に
つ
い
て
は
、
僧
朗
、
宝
唱
と
共
に
撰
集
し
た
一
人
に
加
え
ら
れ
、
法
朗
と
『集
解
』
に
引
く
慧
朗
と
を
同
天
物
と
耋
ら
れ
て
い
勧
・
同
様
に
・
横
超
氏
は
『続
高
僧
伝
』
と
『内
典
黌
『
三
宝
紀
』
更
に
『
集
解
』
の
慧
朗
の
扱
い
方
か
ら
慧
朗
(法
朗
隠
僧
朗
)
を
撰
者
と
見
ら
れ
る
。
法
朗
と
僧
朗
が
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
こ
と
は
『
内
典
録
』
巻
四
、
『
続
高
僧
伝
』
巻
一
の
宝
唱
伝
、
⑱
そ
し
て
『
同
』
巻
五
の
僧
韶
の
伝
か
ら
し
て
確
か
め
ら
れ
る
、
た
だ
し
『
内
典
録
』
巻
十
の
IjlB
　
に
立
て
ぽ
法
朗
(
慧
朗
H
僧
朗
)
と
別
な
建
初
寺
の
僧
朗
が
存
し
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
宝
唱
と
僧
朗
と
を
関
係
づ
け
る
の
は
不
都
合
で
あ
る
。
宇
井
、
劉
両
氏
の
言
わ
れ
る
法
朗
に
し
て
も
布
施
氏
が
否
定
さ
れ
る
様
に
天
監
八
年
撰
の
宝
亮
の
義
疏
が
天
監
七
年
撰
の
法
朗
の
疏
に
引
用
さ
れ
る
の
を
ど
の
様
に
解
す
る
の
か
、
成
立
年
代
を
宝
亮
の
義
疏
以
降
と
見
な
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
明
駿
を
何
如
に
扱
う
の
か
問
題
が
あ
る
。
一
方
、
佐
々
木
、
布
施
両
氏
の
所
説
は
二
氏
と
も
明
駿
の
み
が
常
に
最
後
に
「案
」
と
し
て
引
か
れ
る
こ
と
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
加
え
て
布
施
氏
は
武
帝
序
の
表
題
に
「
明
駿
案
謹
写
」
と
あ
る
細
註
も
そ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
明
駿
に
つ
い
て
二
代
の
所
説
の
通
り
現
存
の
『
集
解
』
の
撰
者
と
し
て
最
も
有
力
な
人
物
で
あ
り
、
こ
の
明
駿
の
存
在
を
論
ぜ
な
い
で
、
『
集
解
』
の
撰
者
を
比
定
で
き
る
は
ず
は
な
い
。
明
駿
に
つ
い
て
は
、
僧
伝
類
に
も
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
資
料
と
な
る
も
の
は
唯
『集
解
』
の
所
説
の
み
で
あ
る
。
明
駿
の
所
説
は
必
ず
諸
家
の
引
用
の
最
後
に
あ
り
、
し
か
も
た
だ
一
人
「
明
駿
案
」
と
し
て
所
説
を
記
載
し
て
い
る
。
そ
し
て
明
駿
の
所
説
の
中
、
明
ら
か
に
『
集
解
』
の
撰
者
か
或
い
は
『集
解
』
に
註
釈
を
加
え
た
も
の
し
か
出
来
な
い
よ
う
な
所
説
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
『
集
解
』
巻
第
五
十
四
に
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
⑲
知
り
う
る
。
つ
ま
り
む
　
明
駿
案
。
前
五
行
十
功
徳
広
行
。
此
下
両
品
広
境
也
。
大
判
八
段
。
不
レ
異
二
此
釈
喝
と
述
べ
、
此
釈
と
は
そ
の
直
前
に
引
用
す
る
智
秀
の
釈
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
巻
第
六
の
十
五
で
は
、
僧
亮
、
僧
宗
、
宝
亮
、
智
秀
の
釈
に
続
い
て
む
　
む
む
明
駿
案
上
来
所
釈
。
皆
依
成
実
論
義
也
。
若
依
数
義
。
唯
二
界
得
作
耳
。
云
々
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
明
駿
は
『
集
解
』
の
所
説
に
つ
い
て
自
ら
の
説
を
述
べ
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
二
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
結
論
を
直
ぐ
さ
ま
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
以
上
の
二
例
か
ら
二
つ
の
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
一
つ
は
『
集
解
』
の
撰
者
は
明
駿
で
あ
る
と
い
う
仮
定
、
も
う
一
つ
は
『
集
解
』
の
撰
者
は
明
駿
で
は
な
く
、
彼
は
『集
解
』
に
注
釈
を
加
え
た
人
で
あ
り
、
現
存
の
『集
解
』
は
本
来
の
も
の
に
、
明
駿
の
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
仮
定
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
輪
強
い
て
結
論
を
言
え
ば
明
駿
は
『集
解
』
よ
り
少
し
下
っ
た
人
で
「
依
二
数
義
こ
と
い
う
よ
う
に
諸
師
と
は
立
場
を
異
に
し
て
お
り
、
撰
者
と
い
う
よ
り
も
『集
解
』
へ
の
注
者
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
む
む
ゆ
う
。
そ
し
て
「
数
義
」
が
彼
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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註
①
大
正
三
七
・
三
七
七
・
中
。
②
大
正
三
七
・
三
七
七
・
上
。
③
大
正
五
十
・
三
八
一
・
下
『仏
祖
統
紀
』
第
三
十
七
や
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
九
で
は
天
監
十
一
年
の
成
立
と
し
て
い
る
。
④
大
正
五
五
二
三
三
・
中
⑤
大
正
五
五
・
二
六
六
・
下
。
法
"
慧
㊧
⑳
㊥
。
⑥
大
正
四
九
・
九
九
・
中
。
⑦
『
大
涅
槃
経
集
解
の
研
究
(
上
)
十
四
～
十
五
頁
。
⑧
『
支
那
仏
教
史
』
六
五
頁
。
⑨
『
涅
槃
宗
の
研
究
』
(
後
篇
)
五
四
頁
⑩
『
東
晋
南
北
朝
学
術
編
年
』
二
三
八
頁
。
⑪
『漢
魏
両
晋
南
北
朝
仏
教
史
』
七
〇
五
頁
。
⑫
『
中
国
仏
教
の
研
究
』
箜
三
八
二
～
一
八
五
頁
⑬
大
正
五
十
・
四
二
六
・
下
。
⑭
『
広
弘
明
集
』
巻
廿
に
序
を
載
せ
る
。
し
か
し
、
序
文
の
「
有
青
州
沙
門
釈
宝
亮
者
云
々
」
以
下
の
文
は
無
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
劉
氏
は
法
朗
と
こ
の
序
を
結
び
つ
け
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
天
監
七
を
十
一
と
誤
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
正
五
十
・
三
八
二
・
上
。
⑮
注
⑬
。
⑯
大
正
五
五
・
一
一
五
四
・
上
。
⑰
『
漢
魏
両
晋
南
北
朝
仏
教
史
』
六
七
七
頁
。
⑱
大
正
五
十
・
四
八
〇
・
中
。
⑲
大
正
三
七
・
五
四
二
・
上
。
⑳
大
正
三
七
・
五
七
九
・
上
。
⑳
永
超
の
『東
域
伝
灯
目
録
』
(
大
正
五
五
二
一
五
四
・
上
)
に
集
解
大
涅
槃
経
記
一
巻
釈
明
駮
同
経
集
解
七
十
二
巻
梁
楊
都
沙
門
釈
僧
朗
奉
勅
註
皇
帝
共
十
法
師
為
霊
味
寺
宝
亮
法
師
製
義
疏
序
と
あ
る
現
存
『
集
解
』
を
僧
朗
の
撰
述
と
し
、
明
駮
を
明
駿
の
誤
ま
り
と
考
え
れ
ば
非
常
に
都
合
が
良
い
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る
僧
朗
は
『
内
典
録
』
で
は
建
初
寺
の
僧
朗
と
あ
っ
て
建
元
寺
の
僧
朗
(法
朗
)
と
別
に
記
さ
れ
て
い
る
。
記
載
に
そ
れ
ぞ
れ
混
乱
が
あ
っ
て
思
う
に
こ
の
『
東
域
伝
灯
目
録
』
と
『
内
典
録
』
巻
十
の
記
載
に
基
づ
い
て
、
先
の
湯
氏
の
所
説
の
僧
朗
を
建
初
寺
(宋
元
明
三
本
は
建
元
寺
)
と
考
え
れ
ぽ
湯
氏
の
所
説
は
明
駿
に
つ
い
て
の
考
え
を
除
い
て
一
部
当
を
得
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
こ
の
目
録
を
正
し
い
と
す
れ
ば
『集
解
』
の
撰
者
は
建
初
寺
の
僧
朗
で
あ
っ
て
、
中
に
引
用
さ
れ
る
慧
朗
こ
そ
建
元
寺
法
朗
(
僧
朗
)
の
こ
と
で
あ
り
(
天
監
七
年
の
奉
勅
に
な
る
注
)
、
宝
亮
の
義
疏
(
天
監
八
年
)
も
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
は
、
天
監
八
年
以
降
、
梁
代
中
の
も
の
と
な
る
。
⑫
数
義
と
は
有
部
の
所
説
と
言
わ
れ
、
常
に
後
の
疏
で
は
成
実
宗
の
人
に
対
比
し
て
引
用
さ
れ
て
く
る
。
〔
付
記
〕
稿
後
藤
本
賢
「
大
般
涅
槃
経
集
解
』
の
編
者
に
つ
い
て
」
(
天
台
学
報
十
四
号
」
と
菅
野
博
史
「
大
般
浬
槃
経
集
解
』
の
基
礎
的
研
究
」
(
東
洋
文
化
6
)
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
二
人
と
も
明
駿
撰
に
つ
い
て
そ
れ
を
否
定
し
き
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
章
安
大
師
以
後
の
人
と
い
う
の
は
間
違
い
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
唯
識
思
想
の
識
と
デ
カ
ル
ト
の
我
ー
『
中
辺
分
別
論
』
と
『
方
法
序
説
』
を
も
と
に
ー
竹
内
真
道
仏
教
の
唯
識
思
想
に
お
け
る
識
と
、
デ
カ
ル
ト
哲
学
の
第
一
原
理
「
我
考
え
る
、
故
に
我
あ
り
」
①
の
我
と
を
、
イ
ン
ド
初
期
唯
識
思
想
の
論
書
『
中
辺
分
別
論
』
(
以
下
『
中
辺
論
』
と
略
す
)
と
、
②
デ
カ
ル
ト
の
著
作
『方
法
序
説
』
(
以
下
『序
説
』
と
略
す
)
を
中
心
に
比
較
考
察
し
て
み
た
い
。
『中
辺
論
』
で
は
、
従
来
仏
教
で
説
か
れ
て
き
た
識
(
<
団冒
畧
9
)
を
虚
妄
分
別
(
a
b
h
�
ta
p
a
ri-
k
a
lp
a
)
と
い
う
語
で
説
明
し
て
い
る
。
虚
妄
(a
b
h
n
ta
)
と
は
「真
実
で
な
い
・
非
実
在
の
」
の
意
味
で
あ
り
、
分
別
(
p
a
r
ik
a
lp
a
)
と
は
「迷
妄
・
設
定
す
る
こ
と
」
の
意
味
で
あ
る
。
『
中
辺
③
論
』
は
こ
の
虚
妄
分
別
を
「
所
取
と
能
取
と
を
分
別
す
る
こ
と
」
と
述
べ
、
第
一
章
相
品
冒
頭
で
、
o
.
_
.
.....
.
-
●
「虚
妄
分
別
あ
り
」
と
し
て
そ
れ
は
実
在
す
る
と
し
、
「
そ
こ
に
二
は
な
い
」
と
し
て
、
所
取
す
な
わ
ち
客
観
と
、
能
取
す
な
わ
ち
主
観
と
を
、
実
在
し
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
虚
妄
分
別
と
は
、
非
実
在
の
所
取
(客
観
)
と
能
取
(
主
観
)
を
分
別
す
る
こ
と
な
の
あ
で
あ
り
、
『
中
辺
論
』
で
は
、
客
観
と
主
観
を
分
別
す
る
分
別
作
用
は
在
る
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
客
観
と
主
観
は
実
在
し
な
い
も
の
と
、
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
中
辺
論
』
は
、
心
(
す
な
わ
ち
そ
れ
は
一
切
全
て
で
あ
る
の
だ
が
)
を
静
か
に
見
つ
め
て
い
き
、
そ
こ
に
何
が
あ
る
か
と
追
究
し
て
い
っ
た
結
果
、
山
や
川
や
木
な
ど
の
対
象
も
、
ま
た
私
と
い
う
存
在
も
全
て
幻
の
よ
う
な
も
の
で
実
在
し
な
い
が
、
し
か
し
、
今
私
は
山
を
見
て
い
る
と
い
う
時
